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研究成果の概要 

 古くから脳組織、特に胎仔脳は免疫組織染色で非特異的なシグナルが見られやすいと言われていた

が、母親が免疫グロブリン（Ig）を産生できないマウス及び胎盤における Ig の輸送に障害のあるマウ

スを用いることで、発生期脳の免疫組織染色で見られるシグナルは母由来の Igによることが明らかに

なった。これらの Ig は髄膜、軸索、脳実質に存在する免疫細胞であるミクログリアなどに取り込まれ

ており、胎生期から生後直後には多く存在するものの、徐々に減少し、生後３週間もするとほとんど検

出されなくなった。さらに髄膜に存在するマクロファージ及びミクログリアは IgGの Fc受容体を介し

て Igを受け取っているが、髄膜及び軸索における IgGのシグナルはこれらに依存しないことが明らか

になり未知の受容体の存在が予想された。 

母由来 IgGの欠損したマウスモデルを用いることで、母由来 Igが抑制性神経細胞の数を制御すること

が明らかになった。現在、胎生期に母から受け取った Ig がどの細胞に作用して抑制性神経細胞の数の

制御に関わるのかマイクロアレイのデータなども用いて解析を進めている。 
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